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午前10時０分開会

会議に付した案件

○概要説明

福祉保健部

１．医療・介護分野におけるＩＣＴ等を活用

した県の取組について

○協議事項

１．県内調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 窪 薗 辰 也

委 員 蓬 原 正 三

委 員 横 田 照 夫

委 員 右 松 隆 央

委 員 二 見 康 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 内 田 理 佐

委 員 満 行 潤 一

委 員 岩 切 達 哉

委 員 坂 本 康 郎

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

福祉保健部

福 祉 保 健 部 長 渡 辺 善 敬

福祉保健部次長 木 原 章 浩
（ 福 祉 担 当 ）

福祉保健部次長 和 田 陽 市
（保健・医療担当）

福 祉 保 健 課 長 小 川 雅 彦

医 療 薬 務 課 長 小 牧 直 裕

長 寿 介 護 課 長 矢 野 慶 子

健 康 増 進 課 長 川 越 正 敏

総合政策部

情 報 政 策 課 長 鎌 田 伸 次

事務局職員出席者

政策調査課主査 甲 斐 健 一

総 務 課 主 幹 三 浦 洋 文

○重松委員長 皆さん、おはようございます。

それでは、ただいまから情報化推進対策特別委

員会を開会いたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程案をごらんください。

本日は、福祉保健部から医療・介護分野にお

けるＩＣＴ等を活用した県の取り組みについて

説明いただき、質疑、意見交換を行います。

その後、委員会の県内調査等について御協議

をいただきたいと思いますが、このように取り

進めてもよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

それでは、執行部入室のため、暫時休憩いた

します。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

本日は、福祉保健部と総合政策部に御出席い
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ただきました。初めに、一言御挨拶を申し上げ

ます。

私は、今回の特別委員会の委員長に選任され

ました、宮崎市選出の重松幸次郎でございます。

私ども11名が、さきの県議会で委員として選任

され、今年度調査活動を実施していくことにな

りました。当委員会の担う課題を解決するため

に努力してまいりたいと思いますので、御協力

をよろしくお願いいたします。

委員及び執行部の皆様の紹介につきましては、

お手元に配付の出席者配席表にかえさせていた

だきたいと思います。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○渡辺福祉保健部長 おはようございます。福

祉保健部長の渡辺でございます。本日は、うち

の部の課題や取り組みにつきまして調査いただ

きありがとうございます。以降、調査項目につ

きましては、着席して少し簡単に御説明をさせ

ていただければと思います。

本日の資料でございます情報化推進対策特別

委員会資料をお開きいただければと存じます。

その表紙に目次が記載されておりますが、本

日御説明させていただく項目は、医療・介護分

野におけるＩＣＴ等を活用した県の取り組みに

ついてでございます。目次に記載のとおり、１、

介護分野におけるＩＣＴ等の活用についてと、

２、周産期医療分野におけるＩＣＴ等の活用に

ついての２件でございまして、それぞれ担当課

長より御説明を申し上げます。どうぞよろしく

お願いいたします。

○矢野長寿介護課長 長寿介護課から介護分野

におけるＩＣＴ等の活用について御説明をいた

します。お手元の情報化推進対策特別委員会資

料の表紙をめくっていただきまして、１ページ

をごらんください。

まず、現状と課題でございます。

少子化に伴いまして、本県の生産年齢人口は、

平成27年までの５年間で約６万人減少をいたし

まして、令和７年には、介護職員が約3,700人不

足する見込みとなっております。

また、平成29年度宮崎県介護サービス事業所

等実態調査結果を見ますと、下のほうに参考の

表がございますけれども、その（１）の介護職

員が働く上での悩み等の欄をごらんいただきま

すと、人手が足りない、事務作業が多い、身体

的負担が大きいなどの悩みを抱えておられます。

一方で、（２）の①にございますように、介護

ロボットを導入していない事業所が約５割あり

まして、③をごらんいただきますと、介護記録

の作成等にパソコン、タブレット等を活用して

いるのは51％程度にとどまっており、約半数は

記録の作成にもパソコン等を活用されていない

という実態がございます。

このように、介護分野におきましては、介護

ロボットやＩＣＴが十分に活用されていない状

況にございます。

今後、介護ロボットやＩＣＴは、介護職員の

負担軽減や業務効率化等に資するものでありま

すので、介護職員が継続して就労するための環

境整備策として効果が期待されているところで

ございます。

２ページをごらんください。

２の介護ロボットの種類でございます。

介護ロボットには、明確な定義というのはご

ざいませんが、さまざまな情報を感知し、判断

し、動作するといったようなロボット技術が応

用され、利用者の自立支援や介護者の負担軽減

に役立つ介護機器を介護ロボットと呼んでおり

ます。

厚生労働省の補助事業では、①移乗介護、②
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移動支援、③排泄支援、④見守り・コミュニケ

ーション、⑤入浴支援、⑥介護業務支援の６種

類の機器を対象にしているところでございます。

そちらの介護ロボットのイラストをごらんい

ただきながら、具体例を申し上げたいと思いま

す。

左上の移乗介護ですが、介護者の腰の負担を

軽減するため、抱え上げ動作のパワーアシスト

を行うような機器がございまして、このイラス

トにありますように、介護者が身につける装着

型と身につけない非装着型がございます。

その次の右側、移動支援ですが、こちらには

屋内型、屋外型がございます。このイラストは

屋内型でして、トイレへの往復やトイレ内での

姿勢保持を支援するものでございます。イラス

トにはございませんが、屋外型といいますか、

屋外で主に使用するものには、一見歩行器のよ

うな形をしているんですが、センサーが内蔵さ

れていて、道の傾きや歩く速度を感知し、高齢

者が歩きやすいよう、左右の車輪の推進力を自

動で調節するようなものがございます。

その右の排泄支援です。こちらは、居室で使

用する便器で、排泄物の匂いが室内に広がらな

いよう排泄物を袋に密閉するといったようなも

のがございます。

左下の見守り・コミュニケーションですが、

このイラストにございますのは、ベッドの足元

にセンサーを内蔵したシートを置いておきまし

て、高齢者等が立ち上がりますと、室内の画像

をタブレット等に送信するといったようなもの

がございます。

入浴支援には、浴槽に出入りする際の一連の

動作を支援するようなものがございます。

また、介護業務支援には、排泄支援や見守り

など介護ロボットからの情報を収集・蓄積し、

それをもとに、高齢者等の必要な支援に活用す

ることができたり、介護記録システム等に連結

したりするものがございます。

次に、３のこれまでの取り組みでございます。

平成28年度から平成30年度まで介護ロボット

導入調査検証事業というのを実施しておりまし

たので、そちらについて御説明をいたします。

①の事業概要です。介護施設が介護ロボット

等を導入する際の参考としてもらうため、９種

類の介護ロボットを延べ65の介護老人保健施設

で試験的に使用してもらいまして、業務負担軽

減や使い勝手等に関して、実際に使用した介護

施設職員にアンケートを実施いたしました。

試験的に導入した介護ロボットにつきまして

は、３ページに記載をしていますので、後ほど

ごらんいただければと存じます。

ここでは、２ページの②のアンケート結果に

ついて御紹介したいと思います。まず、介護ロ

ボットの導入につきましては、施設の利用者の

方の状態ですとか、介護職員の年齢や経験年数、

施設内の部屋の配置やＷｉ─Ｆｉなどの環境が

どのようになっているかということで、評価が

著しく異なるということがわかりました。

例えば、その中で、評判がよかったものと、

なかなか難しいという御意見が多かったものを

御紹介いたしますと、排泄支援のラップポンと

いうものがございます。こちらは、あらかじめ

凝固剤を入れておいて、排泄が終わりますと、

リモコン操作で排泄物を袋に密閉するという機

器でございますが、排泄洗浄が不要で、負担が

軽減した、匂いの封じ込めに一定の効果があり、

精神的な負担軽減になったなどの御意見があり

まして、今後使いたいという声が多く聞かれま

した。

一方、イの見守り支援機器のケアロボという
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ものがございます。こちらは、布団の下やベッ

ドの足元にセンサー内蔵のシートを敷いておき

まして、高齢者が立ち上がると、枕元に置いた

カメラを内蔵した機器と連動して、スタッフへ

メールや画像などが送信されるというものです

が、こちらについては、反応が多過ぎて、対応

する回数がふえたですとか、操作がわかりづら

いなどの御意見がありました。

なお、この３年間で調査をいたしましたけれ

ども、施設の状況によって評価が分かれている

ことと、介護ロボットの分野は、日進月歩で改

良されておりますので、あくまでも導入の参考

ということにさせていただいております。

次に、４ページをごらんください。

４の今後の取り組みでございます。これまで

の取り組み等を踏まえまして、今年度から介護

ロボットやＩＣＴの導入支援を行うこととして

おります。

（１）の事業概要ですが、①の介護ロボット

導入支援事業でございます。今年度当初予算に

計上した事業でございます。この事業は、昨年

度までの介護ロボット導入調査検証事業を参考

にしつつ、県内の介護サービス事業所に対し、

介護ロボットを導入する際の経費の一部を助成

するものでございます。

アの予算額ですが1,500万円で、全額、地域医

療介護総合確保基金を活用いたします。

イの対象経費は、介護ロボットの導入経費で、

ウの補助率ですが、補助対象経費の２分の１以

内、１台当たり30万円を上限としております。

次に、②の介護事業所におけるＩＣＴ導入支

援事業は、６月補正予算でお願いしている事業

でございます。

事業内容といたしましては、ＩＣＴを活用し

て、介護記録から請求業務まで一気通貫して行

うことができるよう、訪問系の介護サービス事

業所に対し、介護ソフト及びタブレット端末等

に係る購入費用等を助成するものでございます。

アの予算額は2,400万円で、全額、宮崎県人口

減少対策基金の活用をお願いしております。

イの対象経費ですが、ソフトウエア、タブレッ

ト端末等のハードウエア、セキュリティ対策等

に要する経費としておりまして、ウの補助率で

すが、補助対象経費の２分の１以内、１事業所

当たり60万円を上限に補助することとさせてい

ただいております。

これらの事業効果ですが、（２）にございます

ように、介護サービス事業所におけるＩＣＴ等

の導入を促進することによりまして、事務負担

や身体的負担の軽減や業務の効率化を図り、ひ

いては、介護職員の離職防止や定着促進、生産

性の向上の効果が期待できるものと考えており

ます。

長寿介護課からは以上でございます。

○川越健康増進課長 ５ページをお開きくださ

い。

周産期医療分野におけるＩＣＴ等の活用につ

いてでございます。

まず、１の本県の周産期医療体制について御

説明いたします。

本県は、周産期医療、これは妊娠22週から生

後６日までを周産期と呼んでおりますけれども、

その医療体制について、県北・県央・県西・県

南の４つのブロックに分け、ブロックごとに周

産期医療に対応できる体制づくりを推進してい

ます。

具体的には、宮崎大学医学部附属病院を総合

周産期母子医療センターとして指定するととも

に、地域において中核的な役割を担っている６

病院を地域周産期母子医療センターとして認定
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しています。この取り組みにより、各周産期医

療圏ごとに、地域の産科である一次医療機関で

低リスクの分娩を行うとともに、二次医療機関

に相当する地域周産期母子医療センターと一次

医療機関が連携し、一次医療機関で対応できな

い妊婦を二次医療機関で受け入れ、さらに高度

な対応が必要な症例は三次医療機関の総合周産

期母子医療センターに搬送する体制となってお

ります。

次に、２の周産期医療ネットワークシステム

の整備についてであります。まず、（１）の目的

にありますように、一次、二次医療機関の分娩

監視装置をネットワークでつなぎ、一次分娩取

り扱い施設等の胎児心拍数モニターを二次及び

三次医療機関の周産期専門医や助産師が確認し、

異常の早期発見と適切な助言を行うことで、安

全安心なお産のできる体制づくりを推進してい

るところであります。

（２）のネットワークの状況でありますが、

一次医療機関等、二次医療機関、三次医療機関

を結ぶインターネットＶＰＮ網を構築し、イン

ターネット回線を使用したセキュリティの高い

ネットワーク回線で結ぶことにより、心拍数モ

ニターを初め、さまざまな情報の共有が可能と

なっております。

次のページをごらんください。

（３）の胎児心拍数モニタリングの状況であ

ります。

一次分娩取り扱い施設等で、妊婦のお腹のと

ころに装着したセンサーを用いて、胎児心拍数

をモニタリングいたします。図にありますよう

に、一次医療機関で共有ボタンを押しますと、

一次施設の胎児心拍数の状況は、二次、三次医

療機関とリアルタイムで共有することが可能と

なります。二次医療機関では、モニターを診察

室やナースステーション、当直室などに置き、

どこでも確認することができるようになってお

ります。

（４）の整備状況ですが、①の地区別整備状

況にありますように、平成28年度の県央地区か

ら平成30年度の県西、県南地区まで３カ年かけ

て合計44施設に整備し、県全体をカバーするネッ

トワークとして完成したところであります。

②の整備機器及び整備額の状況としましては、

ネットワーク機器、サーバー、モニター等の機

器の導入費や工事費など、合計２億6,076万9,000

円を補助しております。

３の効果でありますけれども、分娩異常を早

期に発見し対応することにより、周産期死亡や

胎児低酸素の発生頻度の減少につながるととも

に、二次、三次医療機関ともネットワークでつ

ながることで、一次医療機関等のスタッフが安

心して分娩に対応することが可能になるものと

考えております。

健康増進課の説明は以上であります。

○重松委員長 執行部の説明が終わりました。

御意見、質疑がございましたら、御発言をお願

いいたします。

○二見委員 今の周産期医療分野のＩＣＴ活用

についてで、関連でちょっとお伺いしたいんで

すけれども、要するに胎児の心拍のモニタリン

グをしている情報をリアルタイムで各施設が共

有できるということなんですが、それプラス、

いわゆる妊婦さんの状態、妊婦健診等を通じて

蓄積されている情報とかの共有というのは、今

どんなふうになっているんですか。まだそこま

ではされていない状況ですか。紹介状を持って、

次の一次施設から二次に上がっていくというよ

うな段取りだけで今されている感じでしょうか。

というのも、結局、妊婦の一番の問題は、妊
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婦健診に行かれていなかった場合、急患で運ば

れて、結局、医療施設がなかなか受け切れない、

リスクが高過ぎるので受け入れられないという

問題があったと思うんです。その場合、いろん

なカルテとかを医療機関の連携の中で共有する

ことができれば、いわゆる妊娠中毒症とかいろ

んなデータをまず把握することができれば、対

応できるということもあったんじゃないかなと

思うんです。もちろん今、リアルタイムでの共

有というのも大事だと思うんですが、そこら辺

の情報共有というのは、今どういうふうになっ

ているのかなと思ったもんですから、ちょっと

お聞きしたいんですけれども。

○和田福祉保健部次長（保健･医療担当） 妊婦

さん方の情報共有は、基本的に母子保健手帳を

持って、御本人がそれを持っているということ

で、どこの医療機関に行っても、そこの情報は

共有できるのかなというふうに思っています。

今、二見委員が言われましたように、その母

子健康手帳をもらわない方がいらっしゃいます。

その方については、ちょっと市町村も医療機関

も把握ができないというような状況になってま

いりますので、委員がおっしゃったような問題

が発生するかと思います。そこについては、今

のところ、まだ直接の解決方法がないというこ

とになります。

母子保健手帳、親子健康手帳につきましては、

今後、電子化等が進んでいくと思いますので、

そういう意味では、電子化されていけば、パー

ソナルヘルスレコードですか、ＰＨＲ、要する

に個人のカルテみたいなものになってきますの

で、ＩＣＴを活用していろんなことができるん

ではないかなというふうに思いますけれども、

今進行中ということで、どのように発展するか

というのはちょっと、私もまだ見通せないとこ

ろでございます。

○二見委員 わかりました。ありがとうござい

ます。

○重松委員長 二見委員、よろしいですか。

ほかに御意見ございますか。

○坂本委員 １ページ、２ページで、まず、県

内の介護ロボット、ＩＣＴ機器の活用状況、（２）

にありました、先ほどお話がありました、介護

等の記録を行う場合にパソコン、タブレット等

を活用している割合が51.4％と低いということ

だったんですけれども、この介護の仕事をして

いらっしゃる職員の方たちの年齢層というのは

わかりますでしょうか。ほかのいろんな分野で

も結構そうなんですけれども、ＩＣＴを導入す

るとなったときに、一概には言えないんですけ

れども、やっぱり年齢層の高い方たちが、抵抗

を見せられるケースが結構多くて。

○矢野長寿介護課長 済みません、今手元に年

齢層のデータは所持しておりませんが、委員が

おっしゃるとおり、年齢層の高い方もかなりい

らっしゃるということが一方でありまして、な

かなかＩＣＴの導入が進まない要因の一つにな

るかとは思っております。

ただ、ＩＣＴの中にも、高年齢の方でも取り

かかりのしやすいタイプと、なかなか難しいも

のもございますので、それぞれの事業所の介護

職員の方の経験年数ですとか、資質に応じた導

入の方法を考えていただくということになろう

かなと思っております。

○坂本委員 今申し上げました年齢層のこと、

結果として、割合が51.4％でまだ低いというこ

とで、それの原因です。単なる予算的なことな

のか、今申し上げましたような、そういったも

のがなじむ、なじまないということが原因なの

か、そこはどちらがやはり多いんでしょうか。
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○矢野長寿介護課長 済みません、データがな

くて申しわけないですけれども、年齢的なもの

も含めまして、あと介護ロボットですとかＩＣ

Ｔにつきましては、金額が高いものから安いも

のまでさまざまあるんですけれども、例えば、

今回６月の補正でお願いをしています訪問系の

例えば訪問介護ですとか、ケアマネさんの事業

所のほうで、現地に行って記録をして、それを

残してきて、事務所に戻ってまた記録をすると

いう、記録が二重になるものなどにつきまして

は、タブレットなどを活用して、１回記録を打

ち込むと現地に残していくものと、事業所で保

存するものが同時にできるといったようなＩＣ

Ｔを活用した機器の導入のお願いをしていると

ころです。そういったものですと、介護ソフト

の金額とタブレット端末などを合わせます

と、120万円程度かかるというようなお話があり

まして、金額的にも少しかかるものですから、

なかなか導入が進まないといったようなお声も

伺ってはおります。それで、今回、補正のほう

で導入の２分の１の補助ができないかというこ

とでお願いしているような、両面あるのではな

いかなと思っております。

○坂本委員 ちょっと繰り返しになりますけれ

ども、進んでいないというお話が、今課長さん

のほうからありましたので、その分析です。そ

こをちょっと明確にまた教えていただければと

思います。

続けて、済みません。今お話がありました３

ページのところで、９種類の介護ロボット、こ

れそれぞれ幾らぐらいするものなのか教えてく

ださい。

○矢野長寿介護課長 試験的に導入しましたこ

の９種類なんですが、金額的にはさまざまでご

ざいまして、上から申し上げます。平成28年度

の検証のロボットスーツ「ＨＡＬ」なんですが、

これが１台200万円ほどいたします。次のロボヘ

ルパーＳＡＳＵＫＥ、こちらもパワーアシスト

によります。こちらは、介護者の体につけるも

のではない非装着型というものですが、こちら

が98万円から100万円程度という金額でございま

す。その次のラップポン、排泄支援で、左下の

ほうに写真もございますけれども、こちらが10

万円から15万円程度でございます。ケアロボ・

ケア製品ですが、こちらが、ケアロボが17万円

程度、そして、ケア製品が２万円から10万円程

度が必要になってくるということです。平成29

年度の最後、メンタルコミットロボ「パロ」と

いうんですが、これは、アザラシ型のロボット

でコミュニケーションをとるものですけれども、

こちらが36万円から42万円ということです。

平成30年度に試験を行いました一番上のリ

ショーネですが、こちらは電動のベッドの右半

分が電動のフルリクライニングの車椅子にかわ

るといったようなものです。ベッドが真ん中で

分かれまして、右側だけが車椅子になるという

ものなんですが、こちらが90万円となっており

ます。次のＤｆｒｅｅ、これは排泄支援なんで

すが、排尿のタイミングの予測通知をする機器

でして、下腹部に小さなセンサーをつけるとい

うものですが、こちらは５万円程度でございま

す。眠りＳＣＡＮですが、下のほうに写真がご

ざいますけれども、これは、マットレスの下に

センサーを設置しまして、寝返りや呼吸、心拍

数などを測定するもので、今、目が覚めたとか、

そういったことがわかって、スマートフォンな

どに飛ばせるというものなんですが、こちらは、

本体が10万円から15万円ということです。ただ、

こちらは、ほかにＷｉ─Ｆｉの設備とかタブレッ

ト、スマホなどが必要になるというものでござ
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います。最後のＭｉ─Ｒｕ、見守りコミュニケ

ーションですが、これは、カメラにより起き上

がったことなどを検知して携帯電話等に通知さ

れるものです。こちらが36万円程度となってお

ります。

○横田委員 １ページの一番下ですけれども、

ＩＣＴ機器を導入していないと書いてあって、

その割合が5.6％なのですが、ということは、95

％ぐらいは導入しているという理解でよろしい

んでしょうか。

○矢野長寿介護課長 何も導入していないとい

うものが5.6％でして、かなりの部分で、②をご

らんいただくと、介護報酬などの請求のための

経理とか、そういったものには機械を導入され

ているところは83％程度ということで、合わせ

て100％にならないところではありますけれど

も、何らかの形でパソコンなどは導入をしてい

るというように捉えているところでございます。

○横田委員 ②の83.0％が導入している、その

パソコンを利用して、③、④、⑤、⑥とかの事

業には利用できないんでしょうか。

○矢野長寿介護課長 介護報酬の請求などを行

うパソコンの利用の中身、ソフトの中身が恐ら

く、いわゆるＩＣＴに活用できるような、介護

記録などを複数で共有できるとか、そういった

ものには対応していないことが多いようですの

で、今回の補正でお願いをしておりますのは、

記録が事務所内で共有できたり、それを請求ま

でつなぐことができたりといったような、介護

職員の方の負担を少しでも軽減するものに活用

したいというふうに思っているところです。

○横田委員 先ほど、現場でタブレットに情報

を入れたら、現場にも残せるし、事務所にも残

せる、そういうソフトが120万円ぐらいと言われ

たように思うんですけれども、そういうのはど

の事業所でも共有して使えるような気がするん

ですけれども、共有のアプリとかを利用して、

もっと安くやれるとか、そういった方法とかは

ないんですか。

○矢野長寿介護課長 複数のタブレットでその

情報が管理できる、介護職員の方、訪問介護の

方ですとか、訪問看護の方が、１事業所に複数

いらっしゃるので、それぞれの方がタブレット

なりスマートフォンなりで、御自分の利用者さ

んのところで記録ができて、それが全て事業所

のほうの本体のソフトで管理ができるというよ

うな一連の動きができるものというのが、今の

ところ、それくらいの値段のものだというふう

に伺っているところです。

○横田委員 そういう仕事もどこの事業所でも

ほとんど内容が一緒のような気がするんですけ

れども、だから、共通して使えるアプリを開発

してもらうとか、そうすると、すごく安くなる

んじゃないかなという思いがあるもんですから。

わかりました。

○矢野長寿介護課長 済みません、先ほどの坂

本委員の介護職員の年齢層のところで、数字を

申し上げてもよろしいでしょうか。平成29年度

の介護サービス事業所の実態調査で、抽出調査

で調べたものでございますが、60代以上が全体

の10.8％、50代が19.8％、40代が25.8％、30代

が27.8％、20代ですと13.6％、10代が0.4％とい

う数字が出ておりまして、高年齢の方もかなり

多いかなと思います。

○重松委員長 坂本委員、よろしいですか。

ほかに御意見ございますか。

○ 原委員 ２ページに関連してですけれども、

移動支援、工業技術センターでこういうのを試

験していましたが、その後の進展というか、開

発の状況、そして、福祉担当の部署として、こ
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ことの情報共有、あるいはここ改良したほうが

いいよとか、そういうことのフィードバックと

かがされて、今進んでいるかどうか、ちょっと

その辺教えてください。

○矢野長寿介護課長 県の工業技術センターの

ほうで移動に関する開発をされているというの

は承知をしておりますが、済みません、今回の

事業開始に当たりまして、そちらとの情報の交

換をこれからさせていただこうと思っていると

ころでございます。

今回の事業の対象がセンサーですとか、そう

いったロボット技術が使われているというのが、

国のメニュー事業になりますけれども、その条

件になっておりますので、工業技術センターの

ものが合致するかどうかも含めて、これから調

整させていただきたいと思っております。

○ 原委員 ぜひ頻繁に足を運んでいただいて、

せっかく研究しているわけですから、同じ宮崎

県の予算の中でやっていることですので、どん

どんいろんなアイデアを出されて、あるいは助

言をされることでいいものが、例えば宮崎発の

移動支援ロボットができるかもしれませんので、

ぜひお願いをしたいと。

私は若いときに産業用ロボットをつくる会社

におりました。何人かが工場見学に行った人も

いるんですけれども、ただ、こちらは産業用の

ロボットなので、相手が工場のラインですから

比較的やりやすい。省力化、機械化することに

よって、限りなく無人化を図ろうということで

す。そのことによって、できるだけ人手を少な

くすること、あるいは生産性を上げること。非

常に劣悪な環境の中で、人が仕事をすることを

機械に置きかえること。それから、安全、人間

がけがをするわけですから。それと、ルーティ

ンワークです。限りなく同じようにやる仕事と

いうのは、品質向上も含めて、できるだけ機械

に置きかえていくと。これ工場とか、そういう

物づくりの現場では、このロボットなり、ＩＣ

Ｔ化というか、もう何十年の歴史があるわけで

すけれども、かなり進んでいます。

ところが、この介護分野というのは、相手が

人なので、その人によっていろいろ違うし、ル

ーティンワークとはいかない。

今、難しいと言われる農業も、このロボット

化だとかＩＣＴ化がかなり進んでいて、例えば

収獲ロボット、これも非常に難しいです。手で

もがないといけないものがいっぱいあるわけだ

けれども、これが最近はかなり研究されて、ど

の程度熟してきたのかとか、もう今適期とか、

場合によっては、市場の状況を勘案しながら、

どれだけちぎればいいとかいうところまで進化

しつつあります。

ただ、こちらは、福祉と同じように進み方が

遅かったとはいえ、相手が人じゃないので、命

にかかわることじゃないから、失敗してもいい

部分があったりするわけですけれども、介護の

分野については、相手が人ですから、ましてや、

そういう介護を必要とする人が対象なので、そ

の扱いでなかなか進化というのは難しいのかな

とは思いながら、いろいろ研究は進んでいると

ころなので。それと、人手不足対策が、最初の

ＩＣＴ活用のところに3,700人不足することと

か、それと、今、就業者の数のことがありまし

たけれども、離職者も大変多いと。３Ｋとは言

わないけれども、非常にやっぱりきつい、給料

が安いということもあるのかもしれないけれど

も、離職者が多いというようなこともあります

から、そういう意味で作業環境、職場環境を改

善していくためにも、これはこれから大いに進

めていくべきことなんだろうなと思っています。
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先ほどの工業技術センターの話をぽっと出した

のはそういうことで、地元で同じ宮崎県の予算

の中で研究をやっているわけですから、このほ

かにもやろうと思えばできるはずなんです。だ

から、ちょっとした思いつきとか意見だとか、

現場の意見があると思いますから、ぜひこのＩ

ＣＴ、ロボット等の導入を先進県として、ちょっ

と今思い出しませんけれども、たしかどっかの

町、市では先端的に取り組んでおられることも

あるようですから、さらにやっていただくよう

に。きょうはまだ冒頭ですから中身までは入り

ませんけれども、積極的な姿勢でもってやって

いただくとありがたいなというふうに思います。

私、また別の情報が入ったときには、その都度、

課長様のほうへ提供していきたいと思っていま

すので、よろしくお願いします。

○矢野長寿介護課長 ありがとうございます。

さまざまな関係機関ですとか、関係部署と情報

共有をさせていただきながら努めてまいりたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○岩切委員 福祉分野のＩＣＴ化について議論

する場合に、例えば、高知県のノーリフティン

グ運動という具体的な目標を定めて取り組みを

強化していらっしゃる様子がございますが、宮

崎県の場合、福祉分野の事務処理のＩＣＴ化と、

直接支援をする部分のロボット活用などのよう

なＩＣＴ化とそれぞれ目標が少しずつ微妙に違

うと思うんですが、それぞれに対して何か介護

事業所やそのほかの福祉産業界の皆さんとＩＣ

Ｔ化に向けての何らかの目標みたいなものの設

定とか、運動のテーマとか、そういうのを設け

てやっていらっしゃるのは、介護分野以外にも

含めてなんですが、ないか教えてほしいんです

けれども。

○矢野長寿介護課長 介護分野におきましては、

特別養護老人ホームですとか、訪問介護事業所

でさまざまな事業所の総括をしていただいてい

ます老サ協と呼んでおるんですけれども、協議

会がございまして、ロボットですとかＩＣＴに

ついては、そちらのほうと情報交換をさせてい

ただているところです。

委員おっしゃいましたように、介護ロボット

で主に居住系の施設等の腰に優しい事業とか、

そういったものも別に進めていきながら、利用

者の方の負担にならず、また、介護者の方の身

体的負担を軽減するという取り組みを行います

とともに、今回の訪問系のＩＣＴ導入といいま

すのは、居宅介護支援事業所等からも介護記録

が負担になっているというようなお声をいただ

きながら、そういったものを少しでも改善でき

るように、導入するに当たってお金がかかるも

のなので、少しでも補助ができるようにという

ようなお声もいただいた上で、今回の事業化に

至ったというような経緯はございます。

○岩切委員 ありがとうございます。お伺いし

たい点は、例えば、そのノーリフティング運動

とかテーマを定めて、そのＩＣＴ化や機械の導

入を産業界の人材雇用のプラスになるように、

介護事業団体は腰を痛めないように今工夫して

いますよというのをアピールするために出して

いるだろうと思うんです。黙って介護ロボット

が、現場に行ってみたら、そのパワースーツが

ありましたではなくて、産業界として腰を痛め

ないように今頑張っているんですよという訴え

を高知県ではなさっていらっしゃるのがノーリ

フティング運動ということで、全国に名前を広

めていらっしゃる。同様に宮崎県の介護業界に

しろ、医療業界にしろ、こういうことで皆さん

が懸念していらっしゃる、それぞれの産業の現

場の労働負担感を軽減するようにやっているん
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ですよというようなことをなさっていらっしゃ

るか、介護業界だけではなく、医療業界も保育

関係もいろいろあるんですけれども、そんなも

のがテーマになっていないんではないかなと

ちょっと思いがありまして、伺いました。今は、

特になければないでいいんです。

○矢野長寿介護課長 委員がおっしゃるように、

介護業界、ほかの業界も含めてなんですが、か

なり身体的な負担があるという、業界としての

イメージがございます。そういったものについ

ても、少しでもロボットなどを導入することに

よって、負担が軽減されますよですとか、作業

療法士の方たちが、腰に優しい介護の方法など

を各事業所に提案するという事業なども行って

いただいていますので、そういった意味でも、

介護業界が人を相手にするとても重要な仕事で、

身体的負担もこうやったら軽減ができますよと

いうようなイメージアップにもつなげるように

していきたいなとは思っているところです。

○右松委員 ３ページの話なんですが、今まで

特別委員会とか常任委員会で見学をさせていた

だいた中で、社会福祉法人、都城にありますス

マイリング・パーク、特養のほほえみの園、あ

そこに行かせていただきました。まさに最先端

のＩＣＴをふんだんに活用した施設で、山田理

事長によるところも非常に大きいと思うんです

が、我々訪問した際に、ああこれすごいねって、

本当にみんな異口同音でそういうふうに話して

いたところでございます。

それで、そこの中に、例えば、職員の声で介

護の記録を入力していくボイスファンですか、

あれも目の前で見させていただきました。もう

全部声で入力していくんです、パソコンで、そ

ういった記録でありますとか、それから、先ほ

ど課長のほうから話がありました、睡眠中の動

きを感知する、眠りＳＣＡＮですか、あれもべッ

ドは何かヨーロッパのほうから仕入れて、結

構100万単位かわかりませんけれども、結構金額

がかかったようでございますけれども、そういっ

た形で、やっぱりＩＣＴを活用して、顧客の、

入居者の満足と、それから、職員の満足と、合

わせて結果を出している企業として２回ほど視

察をさせていただきました。

実際に、３年間で離職率が非常に高いと言わ

れている中で３％に激減したと言われています

し、それから、スタッフも200人ふえて、事業収

入も５年間で３倍ふえるというふうな非常に効

果をしっかりとＰＲされていて、実際にＩＣＴ

を活用した成果というものを、やはりしっかり

と回している印象を非常に感じました。

そこで、質問なんですが、今回、事業概要で

介護ロボット、こちらでもう下のほうは常任委

員会で伺いましたからいいですけれども、30万

円で50施設ということでございました。やはり

周知の仕方です。事業名はわざわざ出す必要は

全くありませんけれども、取り組み事例である

とか、あるいは成功事例とか、そういったもの

を一緒に周知をする際に、これは、これだけい

ろんな効果があるということを、導入する必要

性というか、その意義というものを、これもあ

わせてやはり周知していくのが大事だと思うん

です。

ですから、そういった中で、手上げ方式でい

かれる、下のほうはそうだったのか。そのター

ゲットであるとか、ここはＩＣＴ化すると非常

にいいよねという、執行部がそこまでチェック

するのはなかなか難しいかもしれませんけれど

も、きめ細かく、ここはもうＩＣＴだと非常に

伸びるんだけれどなという、そういったところ

にピンポイントで周知がいけるかどうか、そう
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いったところをちょっとどうやってやられるの

かなというのを伺いたいと思います。

○矢野長寿介護課長 委員おっしゃいましたと

おり、どのように事業所さんにこの事業を知っ

ていただいて、御自分の事業所の利点を、それ

ぞれに必要なものが何かということを考えてい

ただくことが大事だと思っております。

介護事業所に対しまして、いろんな機会に、

研修会ですとか、説明会ですとか、開催をする

機会がございますので、そういった折にこの事

業のことも御紹介をしまして、これはこれから

になるんですけれども、こういった種類の事業

所には、このような機械などが効果があります

よとか、そういった特定の機械についてお話す

るのは難しいかもしれませんけれども、そういっ

たことを、例えばＱアンドＡ方式などでお示し

できるような形がとれないかなということを、

今内部で考えているところでございます。

○右松委員 わかりました。介護ロボットもい

ろんな種類がありますから、やはりきめ細かく

やってもらうといいかなと。

それから、もう一点、やっぱりＰＤＣＡのサ

イクルといいましょうか、県が基金を使ってや

られる中で、補助効果というか、それってやっ

ぱりあえて外に出す必要はないかもしれません

が、職員としてやはり蓄積していったほうがい

いのかなと思います。入れたところにどういっ

た効果を及ぼしてきたのか、数値化するのは難

しいかもしれませんけれども、入居者とか職員

の声をフォローアップしていただいて、そして、

県としてもやっぱりアフターを大事にしていく、

そういった形で今後生かしてもらうといいかな

と思いますので、そこはお願いをしたいと思い

ます。

○内田委員 介護分野でロボット、ＩＣＴの導

入が事業として進められているということなん

ですが、医療、病院においてはＩＣＴとかロボッ

トの導入が進んでいるから、事業化されていな

いのか、それとも以前、事業化を進められてい

たのか、これまでのことをちょっと教えていた

だければ、今後進めるのかとか。

○小牧医療薬務課長 医療分野におきましては、

これまでも電子カルテの導入とか、あと地域に

よりましては、その電子カルテを、例えば、市

郡医師会病院を中心にして共有化するような取

り組みもなされているところでございます。

県では、そういった事業によって、例えば、

医療計画のそういう事業の推進であるとか、地

域医療構想の事業の推進の達成に必要な形であ

れば、先ほど来出ております基金等を活用しま

して支援をするということに取り組んできたと

ころでございます。

○内田委員 医療分野においても、ロボットの

導入とか必要な場面もあると思うんですけれど

も、今後検討して進めていくんだということで

いいですか。

○小牧医療薬務課長 例えば、よく最近話題に

なるのは、ダビンチとかいった医療ロボットの

導入というのは事例としてあろうかと思うんで

すけれども、医療関係のロボットとか高度の医

療機器の導入に関しては、まず、費用等が診療

報酬で賄われているというところが若干、介護

でも介護報酬で賄われているところもあるんで

すけれども、そういうところは、各医療機関の

判断の中で導入いただいていると。それが、先

ほど申し上げたように、県の医療計画等の施策

に合致する場合、一定の支援とかを検討して支

援していくという形になろうかと考えておりま

す。

○内田委員 あともう一点。３ページの検証さ
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れているロボット等を、今現在使われている施

設が右のほうに13、12と数字が書いてあるんで

すけれども、これは、地域的に見て、県で満遍

なくいろんな施設が使っているのか、どこか差

があるのか、例えば、県南に多くとか県央に多

く導入されているとか教えてください。

○矢野長寿介護課長 この検証事業は、それぞ

れの施設に２カ月ほどのレンタルという形で対

応してきたものでして、現在それぞれの施設に

あるというものではございません。

対象の施設につきましては、特定の地域に偏

るということはなく対応しているというふうに

理解をしております。

○岩切委員 情報政策課、総合政策部がおみえ

なんで確認したいんですけれども、きょうは情

報化推進という立場なんですけれども、こうい

う医療福祉分野、そういう産業界に対して、県

として道具であるＩＣＴというものをロボット

だったりパソコンだったりタブレットだったり、

そういう道具をどういうふうに活用して、どう

いうふうに広げて、そして、そこで働く人たち、

また対象者の利便性を高めようという政策を打

とうとしていらっしゃるかを聞きたいなと思う

んですけれども。

○鎌田情報政策課長 総合政策部におきまして

は、情報化の全体の政策を担うということであ

りまして、とりあえず私どもは、今の新しい技

術、例えば、県庁内でありましても、ＡＩであ

りますとかＲＰＡでありますとか、そういった

ものにつきましての有用性は地域においても非

常に重要で、そういったものが労働者不足であ

りますとか、地域活力の活性化につながるとい

うことは非常に認識しております。

そこで、本年度から、そういった新しい技術

について、まず県庁のほうでどういう事務で有

効性が確認できるかということをやっていこう

と思います。さらに、それで出てきたいろんな

成果につきましては、いろんな団体であります

とか、県民も含めて、フォーラムとかそういう

形で普及啓発をしていきたいということであり

ます。

また、あわせていろんな今の技術の動向につ

きましては、そういうフォーラムで啓発してま

いりたいと思っております。

○岩切委員 確認なんですけれども、導入によ

るその成果を普及啓発していくのが非常に大事

だと思っているんですが、都市部でいろんなロ

ボットの展示会、介護ロボットの展示会とかあ

ります。ああいう大々的なのは宮崎という地域

性を考えると非常に難しいとは思うんだけれど

も、それぞれの産業界、先ほど来の介護分野な

り医療分野なり保育分野なりの皆さんが、そろっ

て都市部に行って見てくるというのは非常に難

しいので、セレクトして宮崎でも見ていただく

という機会をふやしてほしいなと思います。こ

れまでのそういうような実績、展示の実績とか

紹介の実績と、これから近々、そういうものを

催しますよというような計画があれば教えてい

ただいて、できれば、そこに、県内の介護事業

者団体、１個１個の事業者さん、先ほど来の福

祉系の３分野ぐらいからたくさん来られるとい

うようなものが目の前で計画されていれば教え

てほしいのですが。

○鎌田情報政策課長 展示等につきましては、

過去を見ますと、ここ最近ではそういった地域

のいろんな分野の方々を対象とした展示会とい

うものの実績がございません。と申しますのも、

我々の今の業務というのが、行政の情報化とい

うことで、いろんな行政手続の電子化でありま

すとか、情報セキュリティの問題でありますと
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か、そういったことに特化しているというとこ

ろが一つ関係がございます。

ただ、今ここ二、三年の国の動きを見ますと、

そういった情報通信について、その活用という

ことが非常に叫ばれて、我々もそろそろではあ

りませんが、動く必要があると考えております。

一つは、先ほど申し上げましたフォーラムが

ありますが、ただ、民間のいろんな電気通信事

業者の方々も、今いろんな動きに対して積極的

にフォーラムをしたり、そういう動きがありま

すので、我々も県内でフォーラムをする企業が

ありましたときには、そこと連携して、ちょっ

と場所を借りていろんな展示を、地元企業を使っ

て展示をさせてもらうとか、そういった工夫を

加えながら取り組んでまいりたいと思っており

ます。

○岩切委員 ぜひ政策として、担当課がもしか

したら違っていたかもしれませんけれども、ぜ

ひ県として進めていただきたいなというふうに

思います。

もしかしたら、宮崎の中小の企業でもそうい

うのをつくれるというような企業も発生するか

もしれませんので、そういうことまで含めて御

検討いただけたらありがたいなと。

確認なんですが、福祉保健部さんのほうで把

握しておられると思うんですけれども、総合福

祉センターのほうに介護機器等の展示室がござ

いますけれども、そこには、今回情報として報

告されているさまざまな移乗や移動、排泄の支

援の機器類は展示されていらっしゃるんですか。

○矢野長寿介護課長 原町の総合福祉センター

の１階にあります福祉機器の展示のコーナーに

は、今回、３ページにありますものの中ではラッ

プポンという排泄支援のものが数種類展示をし

ておりますのと、この中にはありませんが、移

動支援という、先ほどちょっと説明しましたが、

歩行器のようなもので、御本人の速度とかに合

わせて、センサーで坂道を上がりやすくしたり、

少しブレーキをかけたりというような介護ロ

ボットとしてカウントされるものも、そちらの

展示室のほうには展示がしてございまして、見

学者の方が実際に使用してみたり、購入を検討

されたりということもあると伺っております。

○岩切委員 ありがとうございました。

○二見委員 今の質問の中で私も考えたんです

けれども、今回のいろんな機械とかのその研究

開発もそうでしょうけれども、システムの開発

というのは、恐らく日本全国いろんなところで

進んでいるんでしょうけれども、今回使ってい

る周産期にしろ、介護の寝起きとかのああいう

システムにしても、やっぱりこれは県内でどう

いうところのシステムを使っているのかなとい

うことです。東京のほうでつくられている企業

のものなのか、それとも、宮崎のいろんな情報

産業の企業とタイアップして、研究しながら構

築をしていっているものなのか、そこ辺は今ど

うなっているんですか。

例えば、その東京のものを使うにしても、こ

ちらのエンジニアがいないとできないので、そ

こと一緒に組んでもらってやっているとか、ど

ういう状況なのかなと思いまして。

○川越健康増進課長 このシステム自体は、県

外の企業の機械でして、ただ、納入していると

ころは県内の代理店というか、そういったとこ

ろを通じて納入はしております。

○和田福祉保健部次長（保健･医療担当） この

周産期の場合は、ネットワークをつくるもので

すから、例えば、病院では電子カルテというの

があります。この電子カルテの業者がどこかに

よって、共通性があるかないかということはか
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かってきます。

ちょっと私自身名前を忘れたんですけれども、

宮崎大学医学部では、県内の業者の方が開発さ

れたものがたしか使用されておりまして、県内

幾つかの病院はそれと同じようなものを使って

いると思います。あとは多分富士通さんとか、

そういうふうなところが開発した電子カルテシ

ステムを導入されているところもあるのではな

いかなというふうに思いますけれども、ちょっ

と県内、それから、全国でどのような分布になっ

ているかは、今直接存じていません。

○矢野長寿介護課長 介護ロボット等に関しま

しては、経済産業省などが開発をしているもの

というのが主に対象になってきますので、東京

などの企業さんが多いとは思いますけれども、

いずれにしても、保守ですとか、そういったこ

とに関しましては、地元のＩＴ関係のところと

のタイアップは出てくるのではないかなという

ふうに考えております。

○満行委員 周産期医療分野におけるＩＣＴの

活用なんですけれども、この地図を見てつくづ

くやっぱりこれは大変だなって思います。相当

の偏在の中で一次医療機関等が37、この分布な

ので、やっぱり二次医療圏ではできないんだと

いうことがまざまざとわかるんですけれども、

何が言いたいかというと、県西部、都城のシス

テムは一番早かったので古くなっていたんです

が、県南と一緒に整備していただいて、これで

一応県全体のネットワークは整備されたんだろ

うとは思いますが、今後の課題、これで一応こ

のネットワークが整備をされ、これで一応問題

の解決となったのか、まだいろいろと次の課題

というのが積み残しになっているのか、そこの

ところを教えていただきたいと思います。

○川越健康増進課長 ネットワークの整備は、

もうこれで完了して、全ての分娩機関がネット

ワークでつながれたということですけれども、

委員おっしゃいますように、産科がない地域、

偏在という部分はどうしても残っておりますし、

開業医の年齢も高いという状況もありますので、

そういった産科の確保というか、分娩施設の確

保というのは、引き続き課題になってくるもの

と考えています。

○満行委員 こういうシステムがあって安心し

て一次や助産所が受け入れられる。そのことは、

非常に開業医なり助産所なり確保するためには、

すばらしい宮崎方式だと思うんですが、ただ、

ちょっと気になったのは、助産所などでも負担

金がやっぱりあるわけです。大きな病院とかな

らまだしも、助産所なんで、この負担金という

のはやっぱり重いんじゃないのかと思うんです

が、それはどうなのでしょうか。原課としては

どういうお考えなのか。

○川越健康増進課長 ２分の１以内という制度

の中でやってきておりますので、当然自己負担

というか、そういったものは必要になってくる

わけでございます。そこの負担感について、今、

それぞれの助産院がどういう形で自己負担分を

調達されたかという、それの負担感を存じ上げ

ていないわけでございますけれども、それぞれ

の医療機関、助産院の中で、これを導入するメ

リットを十分理解していただいて、負担してい

ただいているというふうに考えております。

○満行委員 確認ですけれども、これはもう一

次医療機関、助産院含めて、全てこのネットワ

ークに入っているということですか。

○川越健康増進課長 基本的には分娩を取り扱

う機関については入っております。

○満行委員 わかりました。ありがとうござい

ます。
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○重松委員長 そのほかございますか。ほかに

質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それではないようですので、こ

れで終わりたいと思います。

執行部の皆さんは御退席いただいて結構です。

お疲れさまでございました。

暫時休憩いたします。

午前11時６分休憩

午前11時７分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

協議事項に入ります前に、前回の委員会で決

定されました調査事項等について参考資料に記

載しておりますので御確認をお願いいたします。

それでは、協議に入ります。

まず、協議事項（１）県内調査についてであ

ります。

８月８日から９日に実施予定の県南調査です

が、資料１をごらんください。

前回の委員会におきまして、県内調査先につ

いて、正副委員長に御一任いただきましたので、

ごらんのような日程（案）を作成いたしました。

まず、８月８日ですが、西都市にあります三

財川の河川工事現場を訪問し、建設工事現場に

おけるＩＣＴ土工の取り組みについて調査する

予定です。

次に、午後から同じく西都市内の株式会社ジェ

イエイフーズみやざきを訪問し、スマート農業

の取り組み、具体的には、生産管理システムの

活用による冷凍野菜等の計画的な生産・加工・

販売の取り組みについて調査を行う予定です。

その後、宮崎市内の県教育研修センターに移

動し、教育現場におけるＩＣＴ推進の取り組み

について、実際の情報通信機器等に触れながら

調査を行う予定です。

翌日の９日は、日南市議会を訪問しまして、

議会におけるタブレット端末導入の取り組みや

ＩＣＴを活用した認知症予防対策の取り組みに

ついて調査を行う予定です。

その後、午後からは県水産試験場に移動して、

水産試験場におけるスマート水産業の取り組み、

いろんな漁船のＧＰＳデータ等々の調査を行い

ます。

以上の行程で考えております。

なお、県南調査につきましては、調査日が迫っ

ていることから、調査先との調整もある程度進

めさせていただいておりますので、できました

ら、この案で御了承いただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

なお、諸般の事情により若干の変更が出てく

る場合もあるかもしれませんが、正副委員長に

御一任いただきますようにお願いいたします。

また、調査時の服装につきましては、夏の軽装

にてお願いをいたします。

続きまして、８月28日、29日に実施予定の県

北地区の調査についてであります。次回の委員

会は７月26日に開催予定であり、そこから県北

地区の調査まで余り時間がないため、早目に調

査先を選定しておく必要があります。正副委員

長でも、調査事項を踏まえた調査先をあらかじ

め検討しているところです。

例えば、ＩｏＴやドローン、ロボットなどの

革新的技術の推進のために行政が計画を策定し

て取り組んでおります大分県庁の取り組み、産

業振興の観点を主とした民間分野と公共サービ

ス、インフラ整備を担う行政分野の２つを基本
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方針に掲げて具体的取り組みや目標達成の数値

を盛り込んだ計画を大分県庁は既に取り組んで

いるということでございまして、そこに伺いた

い。また、川南町での農業機械の無人化の取り

組み、工場にＩｏＴなどを導入して、現場改善

を行っている民間企業の取り組みなどを調査、

検討しているところでございます。

今申し上げました素案も含めまして、調査事

項や視察先について御意見、御要望があればお

伺いしたいと思いますが、何かございますでしょ

うか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 特にないようですので、県北視

察の内容につきましては、正副委員長に御一任

いただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのような形で準備

をさせていただきたいと思います。

次に、協議事項（２）の次回委員会について

であります。次回委員会につきましては、７月26

日金曜日に開催を予定しております。次回の委

員会では、環境森林部と農政水産部に県内の農

林水産業分野におけるＡＩ、ＩＣＴ、ドローン、

ロボットなどの先端技術の導入状況などを伺う

予定としております。

執行部への説明、資料要求について何か御意

見や御要望はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 特にないようですので、次回の

委員会の内容につきまして、正副委員長に御一

任いただきたいと存じますが、よろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのような形で準備

をさせていただきたいと思います。

最後に、協議事項（３）のその他でございま

す。委員の皆さんから何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 ないですか。わかりました。

それでは、次回の委員会７月26日金曜日午前10

時からの予定としておりますので、よろしくお

願いいたします。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。

午前11時12分閉会
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